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固有名詞は一般的に「翻訳しない（できない）もの」と考えられており、手を加えずにそ

のまま TT に移すか、音訳するのが原則とされている。しかし実際には小説などの作品中の

固有名詞が翻訳されるケースも少なくない。特に BD や漫画といったコミックス作品におい

ては、多くの固有名詞が翻訳されており、主要な研究対象となっている。 

そこで本発表では、Astérix、Tintin における主要登場人物の英語訳・日本語訳を観察し、

固有名詞翻訳に関する通説（「固有名詞は翻訳しないものである」）について再検討したい。

さらに BD において固有名詞が果たす機能についても検討し、「なぜコミックスの翻訳にお

いて固有名詞が重要な論点となるのか」考察したい。 

本発表ではまず、固有名詞の意味について確認し、固有名詞翻訳に関する一般的通説を、

先行研究にもとづいて紹介する。そのうえで、Astérix、Tintin における人物名の英語訳・日

本語訳を比較、分析し、固有名詞翻訳の通説を批判的に検討する。最後に BD 作品において

固有名詞が果たしうる機能について考察し、固有名詞翻訳の重要性に関する見解を示す。 
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